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第１ 策定の趣旨  

 

本県では、２０２６年度を初年度とする「秋田県総合計画～秋田再興への第一歩～」

の政策２「観光・交流」において、旅行消費額の拡大（2029 年目標：2,384 億円）

と外国人延べ宿泊者数の増加（2029 年目標：331 千人泊）を政策に関する指標と

して設定し、その実現に向けた施策の方向性や主な取組を示しました。  

本アクションプランは、これらに対する具体的な説明を加え明確化を図るとともに、

それに連なる事業体系、さらには様々な個別事業を示すことで、その実効性を確保

するために策定するものです。 

本アクションプランの計画期間は、「秋田県総合計画」の期間である、2026 年度

から 2029 年度までの４年間とし、社会情勢の変化や新たな課題へ柔軟に対応する

ため、毎年度、施策の進捗状況の検証と見直しを行い、予算編成に合わせて改訂して

いきます。 

 

 

第２ 現状と課題 

 

１ 本県観光の現状 

本県は、豊かな自然、歴史・文化などの多彩な観光資源や高質な食文化など、誘客

につながる高いポテンシャルを有しており、新型コロナウイルス感染症の収束以降、

台湾チャーター便の搭乗率が好調に推移するなどインバウンド需要は回復基調を見

せていますが、延べ宿泊者数・外国人延べ宿泊者数ともに回復ペースが東北各県に

及ばず、全国的に見ても低位に留まっている現状にあります。 

【本県の観光関連指標 （2024 年実績） 】  

 

指標項目 実績値 全国順位／東北順位 

旅行消費額（国内＋インバウンド） 1 ,270 億 円     41 位／6 位 

外国人延べ宿泊者数 119 千 人 泊     44 位／6 位 

延べ宿泊者数 3,150 千 人 泊     42 位／6 位 
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①  延べ宿泊者数  

本県の延べ宿泊者数は、コロナ禍前の 2019 年（令和元年）には約 365 万人泊

でしたが、その後大きく減少しました。近年は回復傾向にあり、2024 年（令和 6 年）

は約 315 万人泊（前年比 5.0％増）となったものの、コロナ禍前の水準には至って

いません。東北各県との比較においても、順位は最下位に留まっています。 

【秋田県延べ宿泊者数の推移】                    （ 単 位： 千人 泊）  

 

出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

【東北各県の延べ宿泊者数の推移】                    （ 単 位： 千 人 泊）  

  
2 0 1 7  

（ H 2 9 ）  

2 0 1 8  

（ H 3 0 ）  

2 0 1 9  

（ R 1 ）  

2 0 2 0  

（ R 2 ）  

2 0 2 1  

（ R 3 ）  

2 0 2 2  

（ R 4 ）  

2 0 2 3  

（ R 5 ）  

2 0 2 4  

（ R 6 ）  

青森県 4 , 6 2 4   5 , 0 5 9   4 , 6 0 6   3 , 3 1 5   3 , 5 9 9   4 , 0 7 8   4 , 3 9 4   4 , 5 1 3   

岩手県 6 , 0 7 6   6 , 0 9 9   6 , 2 7 7   4 , 3 1 2   4 , 4 3 4   5 , 0 3 9   5 , 8 5 5   5 , 8 7 7   

宮城県 9 , 9 8 1   1 0 , 4 0 5   1 0 , 9 3 4   6 , 5 7 1   6 , 4 3 5   8 , 3 8 3   1 0 , 0 7 2   1 0 , 2 6 6   

秋田県 3 , 3 4 6   3 , 5 0 5   3 , 6 5 4   2 , 5 4 6   2 , 6 2 6   2 , 7 7 2   3 , 0 0 1   3 , 1 5 0   

山形県 5 , 2 4 2   5 , 4 3 1   5 , 5 7 2   3 , 5 1 3   3 , 4 5 1   4 , 0 4 0   4 , 5 6 7   4 , 8 7 8   

福島県 1 0 , 8 5 8   1 1 , 3 9 6   1 2 , 6 5 7   9 , 5 3 6   8 , 4 7 2   8 , 7 9 4   9 , 6 8 7   9 , 5 4 0   

  出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

※参考：観光庁「宿泊旅行統計調査」の二次速報において、2025 年（令和７年）は、大雨被

害やクマの出没等の影響により、約 2,935 千人泊（前年比 6.8%減）となっていま

す。 
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②  外国人延べ宿泊者数 

本県の外国人延べ宿泊者数は、2019 年（令和元年）に過去最高の約 13 万 9 千

人泊となりました。その後、コロナ禍で大幅に減少しましたが、2023 年(令和 5 年)

から上昇に転じ、2024 年（令和 6 年）は約 11 万 9 千人泊（前年比 25.1％増）と

なりました。しかしながら、他の東北各県がコロナ禍前の水準を上回って回復してい

る中で、本県は唯一戻りきっておらず、増加率も東北最下位に留まっています。 

また、2024 年（令和 6 年）の国別の内訳をみると、約 4 割（43.0％）を台湾が

占めており、次いで中国、アメリカの順となっています。 

【外国人延べ宿泊者数の推移】                    （ 単 位： 千人 泊）  

 

出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」第２表 参考第３表  

【東北各県の延べ宿泊者数の推移】                  （ 単 位： 千人 泊）  

  
2 0 1 7  

（ H 2 9 ）  

2 0 1 8  

（ H 3 0 ）  

2 0 1 9  

（ R 1 ）  

2 0 2 0  

（ R 2 ）  

2 0 2 1  

（ R 3 ）  

2 0 2 2  

（ R 4 ）  

2 0 2 3  

（ R 5 ）  

2 0 2 4  

（ R 6 ）  

青森県 2 6 0   3 4 9   3 5 7   7 8   1 7   3 3   2 6 5   4 1 3   

岩手県 1 8 8   2 5 9   3 4 4   8 8   1 8   2 6   2 8 3   3 8 6   

宮城県 2 6 4   4 0 2   5 6 3   1 3 1   4 9   6 6   5 2 6   7 7 7   

秋田県 1 0 5   1 2 3   1 3 9   2 5   8   1 6   9 6   1 1 9   

山形県 1 1 8   1 6 3   2 3 4   8 7   1 6   2 6   1 7 9   2 5 6   

福島県 1 3 0   1 7 6   2 1 5   8 8   3 5   3 8   2 1 3   3 2 4   

出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

※ 参 考 ： 観 光 庁 「 宿 泊 旅 行 統 計 調 査 」 の 二 次 速 報 に お い て 、 2025 年 （ 令 和 ７ 年 ） は 約

145 千人泊（前年比 21.3%増）となっており、コロナ禍前のピークである 2019

年（令和元年）を上回っています。 
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【外国人延べ宿泊者数の内訳（国籍別）】         （ 従 業員 １ ０ 人以 上施 設 、単 位： 人）  

出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

 

③  旅行消費額 

2024 年（令和 6 年）の旅行消費額（国内＋インバウンド）は約 1,270 億円とな

りました。うち国内の旅行消費額は 1,222 億円と前年から大幅に増加したものの、

東北最下位となっています。  

【旅行消費額（日本人）の推移】                   （ 単位 ： 億 円）  

 

出典）観光庁「旅行・観光消費動向調査（都道府県別）」 
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【東北各県の旅行消費額（日本人）の推移】                 （ 単 位： 億 円）  

  
20 19  

（R1） 

2020 

（R2） 

2021 

（R3） 

2022 

（R4） 

2023 

（R5） 

2024 

（R6） 

青森県 2 , 36 3   87 3   53 9   1 , 05 0   1 , 72 6   1 , 42 0   

岩手県 2 , 19 3   1 , 11 5   75 6   1 , 56 9   1 , 47 0   1 , 56 7   

宮城県 3 , 52 9   1 , 79 7   1 , 32 9   2 , 22 6   2 , 97 5   4 , 33 1   

秋田県 1,433 5 1 4  5 2 1  6 3 3  7 4 2  1 , 2 2 2  

山形県 2 , 00 8   79 1   77 3   1 , 17 5   1 , 31 4   1 , 87 5   

福島県 3 , 38 5   1 , 41 2   1 , 45 6   2 , 22 2   3 , 29 5   4 , 14 5   

 

 

出典）観光庁「旅行・観光消費動向調査（都道府県別）」   
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２ 取り組むべき当面の課題 

①   観光産業の経営力強化に向けた生産性の向上 

観光産業において「稼ぐ産業」への転換を図るため、宿泊施設の高付加価値化や

多様な人材確保による生産性の向上が求められています。 

 

② マーケティングによる効果的なプロモーションの展開とデジタル環境の構築 

 秋田への旅の動機付けを図るとともに、デジタル化による利便性を高め、個人旅行

客（FIT）から旅先として選ばれるようにするため、データ分析に基づく市場特性に

応じた戦略的な情報発信や、オンラインで情報取得から予約まで完了できるデジタ

ル環境の構築が求められています。 

 

③ 秋田の特色を生かしたツーリズムの推進に向けたコンテンツ造成 

 通年で楽しめる観光の実現と旅行者の満足度向上を図るために、本県が誇る豊か

な自然や歴史・文化などの多彩な観光資源や、高質な食文化が持つ高いポテンシャ

ルを引き出し、「稼ぐ観光コンテンツ」へ磨き上げることが求められています。 

 

④ 多様な旅行ニーズに対応した受入態勢の整備と充実 

 あらゆる旅行者が県内を快適に周遊・滞在できるよう、二次アクセスに関する情報

発信の不足を解消するとと もに、新しい旅行スタイ ルなど多様なニーズに寄り添う

受入環境の整備が求められています。 

 

⑤ 戦略的なインバウンド誘客の推進と需要の確実な獲得 

 全国的に訪日外国人旅行者数が増加傾向にあり、他の東北各県がコロナ禍前の水

準を上回って回復している中、本県においては回復の遅れが見られ、インバウンド需

要を確実に取り込むために戦略的な誘客の推進が求められています。 
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第３ アクションプランに掲げる取組  

前章で挙げた当面の課題に的確に対応するため、本アクションプランでは以下の

取組を展開します。 

１ 施策が目指す姿 

～「心が動くあきたの観光」を実現する～ 

ターゲットに届く効果的なプロモーションにより、旅行者の心を動かし来訪を促す

とともに、秋田ならではの体験コンテンツや快適な受入環境の整備を通じて、訪れた

人々に深い感動を与え、四季折々の魅力が心に届く、あきたの観光を目指します。 

 

２  代表的な指標 

観光産業が地域経済にもたらす実質的な経済効果を最大化するとともに、成長す

るインバウンド需要を確実に取り込み、交流人口の拡大を図るため、以下の２指標を

政策全体の代表的な指標として設定します。 

 

これら の 指標 を達成 す るた め、 本アク シ ョ ンプラ ンで は総 合計 画に基 づく ５つ の

「施策の方向性」を柱として、具体的な事業を展開します。 

次節より、各方向性における主な取組について詳述します。   

指標項目 
基準値 

（R６年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

旅行消費額 

（国内＋インバウンド）  1 ,270 億 円  ２，３８４億 円  
観 光 庁 「 旅 行 ・ 観 光 消 費 動 向

調 査 」 「 イ ン バ ウ ン ド 消 費 動 向

調 査 」  

外国人延べ宿泊者数 119 千 人 泊  ３３１千 人 泊  観 光 庁 「 宿 泊 旅 行 統 計 調 査 」  
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方向性１ 観光産業の経営力の強化

主な取組① 宿泊施設の高付加価値化や経営効率化など生産性の向上に向けた
取組を支援します。

主な取組② 冬季・グリーンシーズンの需要喚起により通年観光を推進します。

主な取組③ 観光産業を支える人材の確保・育成と新たな担い手の参画を促進します。

主な取組④ ＤＭＯ※や観光協会を中心とした観光地域づくりを支援します。

方向性２ マーケティングによる効果的なプロモーションの展開

主な取組① ウェブサイトをリニューアルするほかＳＮＳ等を活用した
ターゲットに届く戦略的な発信を強化します。

主な取組② 観光情報がウェブ上に「存在し検索や予約ができる」
デジタル環境を構築します。

方向性３ 秋田の特色を生かしたツーリズムの推進

主な取組① 秋田の魅力の顕在化とアウトドアアクティビティや地域に根ざした特色ある
観光コンテンツの磨き上げを図ります。

主な取組② 洋上風力発電や自然環境等を活用したサステナブルツーリズムを推進します。

主な取組③ 食や文化など多様な分野と観光との連携・融合により交流人口を拡大させます。

３ 施策の方向性 

 

  

  

    

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ D M O ： D e s t i n a t i o n  M a n a g e m e n t  O r g a n i z a t i o n （ デ ス テ ィ ネ ー シ ョ ン ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン ） の 略 語 。 地 域 の

「 稼 ぐ 力 」 を 引 き 出 す 司 令 塔 と し て 、 デ ー タ に 基 づ く 戦 略 策 定 や 多 様 な 関 係 者 と の 合 意 形 成 を 図 り 、 観 光 地 域 全 体 の マ ネ ジ メ ン ト を 一 体 的 に

担 う 「 観 光 地 域 づ く り 法 人 」 を 指 す 。 観 光 庁 が 登 録 制 度 を 設 け て お り 、 活 動 の 広 さ に 応 じ 、 広 域 連 携 D M O 、 都 道 府 県 D M O 、 地 域 D M O  の

3  区 分 が あ る 。  
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方向性４ 多様な旅行ニーズに対応した受入態勢の整備

主な取組① 新しい旅行スタイルに対応した環境の整備を促進します。

主な取組② あらゆる旅行者が楽しめるユニバーサルツーリズムを推進します。

主な取組③ 二次アクセス情報の充実と発信の強化により旅行者の利便性の向上を
図ります。

主な取組④ クルーズ船の受入態勢を強化し誘客を促進します。

方向性５ 戦略的なインバウンド誘客の推進

主な取組① 東アジアや東南アジアのリピート層をターゲットとした戦略的な情報発信を
強化します。

主な取組② 冬季アウトドアや文化・芸術等のテーマ別観光に着目した誘客活動を展開します。

主な取組③ 市場にマッチしたOTA※によるコンテンツの認知度の向上と誘客の拡大を図り
ます。

主な取組④ 国際チャーター便の更なる活用により誘客を促進します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ O T A ： O n l i n e  T r a v e l  A g e n t （ オ ン ラ イ ン ・ ト ラ ベ ル ・ エ ー ジ ェ ン ト ） の 略 語 。 実 店 舗 を 持 た ず 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 だ け で 取 引 を 行 う 旅 行

会 社 の 総 称 。   

9



 

 

 観光産業の経営力の強化 

宿泊施設の高付加価値化や生産性向上を促進し、従業員の賃金向上につなげる「稼ぐ産業」へ

の転換を図ることで、観光産業の経営力強化を実現します。また、季節による繁閑差の解消に加え、

多様な人材の確保や、データ分析手法の習得支援等による観光事業者の育成を推進し、地域全体

で稼ぐ力を高める基盤を構築します。 

 

 

 

         宿泊施設の高付加価値化や経営効率化など生産性の向上に向けた取組を 

支援します。  

 

多様化する旅行ニーズに対応するための施設・設備の質的向上や、デジタル技術を活用した業

務プロセスの最適化を促進し、収益力の強化と働きやすい労働環境の実現を図ります。 

 

取組内容 

 客室単価向上に資する宿泊施設の整備等に対する支援 

 ウェブ情報の最適化等による集客力強化への支援 

 

    

          冬季・グリーンシーズンの需要喚起により通年観光を推進します。 

 

本県観光の課題である季節による繁閑差の解消に向け、各シーズンの特性を生かした魅力創出

や受入環境の充実を図り、年間を通じて安定的に集客できる観光地づくりを推進します。 

 

取組内容 

 冬季宿泊客の増加に向けた宿泊施設の整備等に対する支援 

 冬季・グリーンシーズン等におけるコンテンツの造成 

 宿泊・交通事業者等と連携した閑散期の需要喚起策の展開 

 

 

方向性１ 

  主な取組 1 

  主な取組２ 
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         観光産業を支える人材の確保・育成と新たな担い手の参画を促進します。 

 

人手不足に対応するため、住環境など従業員のニーズに配慮した受入態勢の整備とともに、多

様なアプローチによる採用活動や定着率向上に向けた取組を支援します。 

 

取組内容 

 宿泊事業者が行う人材確保に資する施設整備への支援  

 宿泊事業者における短期の働き手確保に向けたマッチングサービスの活用促進 

に係る支援  

 宿泊事業者の人材確保に係る課題解決に向けた職場づくりへの支援 

 

 

 

  ＤＭＯや観光協会を中心とした観光地域づくりを支援します。 

 

地域の観光振興を牽引するＤＭＯや観光協会等が、データに基づいた観光地経営を実践できる

よう、組織としての機能強化や地域内での連携体制の構築を支援します。 

 

 取組内容 

 ＤＭＯ主導の地域分析によるエリアマーケティングの推進  

 多様な業種（宿泊・飲食・販売等）が連携した Google マップ等のデジタル情報の活用

による稼ぐ観光地域づくり 

 

方向性に対応する指標 

 

  

 

  

 

指標項目 
基準値 

（R６年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

旅行消費単価 

（日本人） 
2.72 万円 ４.３７万円 

観光庁「旅行・観光消費

動向調査」 

  主な取組３ 

  主な取組４ 
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 マーケティングによる効果的なプロモーションの展開 

ウェブサイトのリニューアルやＳＮＳ等を活用し、ターゲット層の来訪意欲を強く喚起する戦略的

なプロモーションを展開します。また、観光情報がウェブ上に「存在し検索や予約ができる」デジタ

ル環境を構築することで、旅行前の関心を旅行中の消費へと確実につなげ、機会損失の解消と満

足度の向上を図ります。 

 

 

 

ウェブサイトをリニューアルするほかＳＮＳ等を活用したターゲットに届く   

戦略的な発信を強化します。 

データ分析に基づきターゲット市場を明確化した上で、食、温泉、自然、文化といった本県の強

みとなるテーマを、ウェブメディアやＳＮＳを通じて戦略的に発信し、認知度の向上と来訪意欲の

喚起を図ります。 

 

取組内容 

 データ分析によるターゲットの明確化と戦略的なデジタル広告の展開  

 本県の強み（食、温泉、自然、文化、アニメ、マンガ等）を活かしたターゲット層の嗜好に

合わせた情報発信  

 インフルエンサー等を活用した SNS での認知拡大と来訪意欲の喚起 

 観光情報の発信や検索の土台となるウェブサイト最適化の推進 

 

 

観光情報がウェブ上に「存在し検索や予約ができる」デジタル環境を構築し 

ます。 

旅行者がスムーズに情報を入手し、旅の計画から予約までウェブ上で完結できるよう、

Google マップやＯＴＡへの情報登録を促進するとともに、公式ウェブサイトのＳＥＯ対策等を強化

し、検索されやすく予約しやすい環境を整備します。 

 

取組内容 

 Google マップの活用セミナー開催等による観光情報の登録促進  

 ＯＴＡ掲載情報の充実や体験型コンテンツのオンライン予約化支援  

方向性２ 

  主な取組 1 

  主な取組２ 
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方向性に対応する指標 

 

 
 

   

指標項目 
基準値 

（R６年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

観光情報の 

満足度 
77.3% 90.0% 

「観光情報の内容と量」につい

て「満足」「やや満足」と回答し

た人の割合（秋田県観光統計） 
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 秋田の特色を生かしたツーリズムの推進 

世界遺産や温泉、食文化など、秋田が誇る地域資源を、サステナブルツーリズムやアドベンチャ

ーツーリズム等の高付加価値なコンテンツとして磨き上げます。多様な分野と連携し、ここでしか

できない体験を提供することで、旅行者の感動を呼び起こし、消費拡大とファン獲得につなげま

す。 

 

 

秋田の魅力の 顕在 化とアウトド アアク ティビティ や地域に 根ざした      

特色ある観光コンテンツの磨き上げを図ります。 

秋田の豊かな自然を活用したアウトドアアクティビティや、酒蔵・ローカル鉄道などの地域資源、

マタギ文化などの独自性の高い素材を、旅行者の感性に響く「体験」として造成・発信します。 

 

取組内容 

 サイクリングやトレッキングといった秋田の自然を活用したアウトドア観光の推進  

 酒蔵やローカル鉄道など個人の多様な趣味嗜好に対応した観光資源の利活用の推進  

 マタギ体験等のここでしかできない体験を提供するプレミアムコンテンツの造成 

 白神山地等における自然体験型イベントの開催を契機とした周辺アクティビティの情

報発信 

 

  

 

洋上風力発電や自然環境等を活用したサステナブルツーリズムを推進します。 

脱炭素社会への関心の高まりを捉え、洋上風力発電施設の見学や、世界自然遺産「白神山地」

の保全と活用を両立させたプログラムなど、持続可能な観光（サステナブルツーリズム）を推進

します。 

 

取組内容 

 洋上風力等を活用したサステナブルツーリズムの推進  

 白神山地の魅力を県内外の来訪者に伝える人材の育成 

 

方向性 3 

  主な取組 1 

  主な取組２ 
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食や文化など多様な分野と観光との連携・融合により交流人口を拡大させ

ます。 

地域に根ざした豊かな「食」や、伝統芸能・行事などの「文化」と観光を融合させ、その土地なら

ではのストーリー性のある体験を提供することで、交流人口の拡大と地域への愛着の醸成を図り

ます。 

 

取組内容 

 地域に根ざした豊かな食文化を活かした誘客の推進  

 伝統芸能・行事等をはじめとする文化資源の活用による誘客の推進 

 

 

方向性に対応する指標 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標項目 
基準値 

（R６年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

観光地点等入込客数 30,807 千人 45,000 千人 秋田県観光統計 

  主な取組３ 
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 多様な旅行ニーズに対応した受入態勢の整備 

個人旅行（ＦＩＴ）の増加やデジタル化の進展など、変化する旅行スタイルに対応した環境整備を

進めます。また、二次アクセス情報の充実やユニバーサルツーリズムの推進により、高齢者や障害

者を含むすべての旅行者が、ストレスなく快適に周遊・滞在できる「選ばれる観光地」を目指しま

す。 

 

 

新しい旅行スタイルに対応した環境の整備を促進します。 

旅行者がそれぞれのライフスタイルに合わせて快適に滞在できるよう、柔軟な旅のスタイルを受

け入れる施設・環境づくりを支援します。 

 

取組内容 

 ワーケーションやペット同伴旅行等に対応するための受入態勢整備への支援  

 民泊を始めとするシェアリングサービスの普及に向けた情報提供や啓発活動の推進 

 

 

あらゆる旅行者が楽しめるユニバーサルツーリズムを推進します。 

高齢者や障害のある方など、誰もが気兼ねなく旅行を楽しめるよう、宿泊・観光施設のバリアフ

リー化を促進するとともに、視覚・聴覚障害者に配慮した情報提供の充実を図ります。 

 

取組内容 

 バリアフリー化の推進や、視覚・聴覚障害者への情報提供の充実 

 

二次アクセス情報の充実と発信の強化により旅行者の利便性の向上を図り

ます。 

ウェブサイトやデジタルツールを活用し、正確で分かりやすいアクセス情報をＦＩＴ（個人旅行者）

に向けて発信することで、県内周遊の利便性を高めます。 

 

取組内容 

方向性 4 

  主な取組 1 

  主な取組２ 

  主な取組３ 
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 ＦＩＴをターゲットとした二次アクセス情報等の発信の強化 

 

 

クルーズ船の受入態勢を強化し誘客を促進します。 

クルーズ船の寄港を地域活性化につなげるため、広域連携によるポートセールスを展開すると

ともに、寄港時の受入環境の充実や魅力的なコンテンツの提供により、満足度の向上と再来訪を

促進します。 

 

取組内容 

 クルーズ船誘致を展開する広域組織や他自治体との連携によるポートセールスの    

実施 

 

 

方向性に対応する指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考指標 

 

 

 

 

 

 

     ※国土交通省「クルーズ船寄港に伴う経済効果推計を目的としたアンケート及びヒアリング調査」の調査結果    

公表後に追記  

指標項目 
基準値 

（R６年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

延べ宿泊者数 3,150 千人泊 3,673 千人泊 
観光庁「宿泊旅行統

計調査」 

クルーズ船の寄港数 
33 回 

（R7 年度実績） ４７回 県調べ 

指標項目 
基準値 

（R７年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

クルーズ船利用者の

県内消費単価（仮） 
※ ※ 県調べ 

  主な取組４ 
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 戦略的なインバウンド誘客の推進 

インバウンド需要を確実に取り込むため、台湾路線の定期便化やクルーズ船寄港数の拡大を目

指すとともに、東アジア・東南アジア市場のＦＩＴ層の取り込みや、豪州での冬季アウトドアおよびフ

ランス等における文化・芸術を通じた誘客など、ターゲットの特性に応じた戦略的なプロモーショ

ンとコンテンツ造成を展開します。 

 

 

東アジアや東南アジアのリピート層をターゲットとした戦略的な情報発信を

強化します。 

訪日リピーターが多い東アジアや旅行需要の拡大が続く東南アジア市場に対し、データ分析に

基づくターゲット設定を行い、ウェブメディアやＳＮＳ、インフルエンサーを活用した効果的なプロ

モーションを展開します。 

 

取組内容 

 データによる市場分析に基づくターゲットの設定を通じた戦略的情報発信の展開  

 公式ウェブサイトやＳＮＳコンテンツの充実等を通じた旅行者との直接的なコミュニケ

ーションの強化による秋田ファンの拡大  

 海外メディアや媒体に取り上げられる戦略的なプロモーションの展開 

 

 

冬季アウトドアや文化・芸術等のテーマ別観光に着目した誘客活動を 

展開します。 

豪州・欧州市場等を念頭に、スノーリゾートや芸術、伝統文化など、特定のテーマに関心の高い

層をターゲットとして、現地でのプロモーション活動や戦略的な情報発信を行い、新たな誘客へと

つなげます。 

 

取組内容 

 冬季アウトドアやアート等のテーマ性に訴求した誘客促進 

 

 

方向性５ 

  主な取組１ 

  主な取組２ 

18



 

 

市場にマッチしたＯＴＡによるコンテンツの認知度の向上と誘客の拡大を 

図ります。 

個人旅行（ＦＩＴ）の主要な予約手段であるグローバルＯＴＡとの連携を強化し、県内コンテンツの

掲載促進や特集ページの展開により、認知度向上と販売実績の拡大を図ります。 

 

取組内容 

 グローバルＯＴＡとの連携強化と体験プログラムの充実・発信 

 

 

 

国際チャーター便の更なる活用により誘客を促進します。 

プロモーションと連動した利用促進を図り、台湾チャーター便の継続的な運航を確保します。ま

た、県内での滞在時間延長や宿泊数増加に向けた商品造成を支援します。 

 

取組内容 

 台湾チャーター便継続と県内宿泊増加に向けたプロモーションの展開と観光コンテン

ツの磨き上げ 

 

 

方向性に対応する指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標項目 
基準値 

（R６年度） 

目標値 

（R11 年度） 
出典 

旅行消費単価 

（インバウンド） 
4.23 万円 ６．８１万円 

観光庁「インバウンド

消費動向調査」 

  主な取組３ 

  主な取組４ 
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４ 進行管理  

  

 本アクションプランの実効性を高め、施策の目指す姿を実現するため、毎年度、施策の進捗状況

や成果指標の達成状況を検証し、ＰＤＣＡサイクル（計画・実行・評価・改善）を徹底します。 

 検証に当たっては、「秋田県総合計画」の進行管理と連動しつつ、外部有識者等で構成する「総合

政策審議会 観光・交流部会」において意見聴取を行い、社会情勢の急激な変化や新たな課題へ

柔軟に対応します。 

 なお、数値目標については、総合計画における観光分野の指標を活用し、定量的な進行管理を行

います。 

 

① 旅行消費額（国内＋インバウンド）               

単位：億円 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 1,634 1,853 2,102 2,384 

実績値 1,270 － － － － 

 出典）観光庁「旅行・観光消費動向調査」「インバウンド消費動向調査」 

 

② 外国人延べ宿泊者数                

単位：千人泊 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 188 226 273 331 

実績値 119 － － － － 
 出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

 

③ 旅行消費単価（日本人） 

単位：万円 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 3.29 3.61 3.98 4.37 

実績値 2.72 － － － － 

 出典）観光庁「旅行・観光消費動向調査」 

 

④ 観光情報の満足度（秋田県観光統計「観光情報の内容と量」について「満足」「やや満足」と回答

した人の割合） 

単位：％ 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 80.0 83.0 86.0 90.0 

実績値 77.3 － － － － 

 出典）秋田県「観光統計」 
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⑤ 観光地点等入込客数 

単位：千人 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 35,841 38,658 41,706 45,000 

実績値 30,807 － － － － 

 出典）秋田県「観光統計」 

 

⑥ 延べ宿泊者数                         

単位：千人泊 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 3,330 3,436 3,550 3,673 

実績値 3,150 － － － － 

 出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

 

⑦ クルーズ船の寄港数 

単位：回 

 
2025(R7) 

計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 31 39 45 47 

実績値 33 － － － － 

 出典）県調べ 

 
⑧ 旅行消費単価（インバウンド）                     

単位：万円 

 2024(R6) 
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 － 5.12 5.63 6.19 6.81 

実績値 4.23 － － － － 
 出典）観光庁「インバウンド消費動向調査」 

 

 
参考指標 クルーズ船利用者の県内消費額（仮） 

      

  
計画期間 

2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11) 

目標値 －     

実績値  － － － － 

 

※国土交通省「クルーズ船寄港に伴う経済効果推計を目的としたアンケート及びヒアリング調査」の調査結果公表

後に追記 
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５ 施策の体系図と事業概要 

 

本アクションプランの推進にあたっては、庁内関係部局が緊密に連携し、観光産業の振興のみな

らず、食、スポーツ、文化芸術、交通など、関連する分野の施策を総動員して取り組みます。 

次頁に示す「施策・事業体系図」は、「５つの方向性」と、それを実現するための「主な取組」、およ

び具体的な実行手段となる「個別事業」の関連性を体系化したものです。 
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令和８年度 観光部門施策・事業体系図

事業名の右の表示は所管課および個別事業説明資料のページ数を表す。

戦略：観光戦略課 イン：観光戦略課インバウンド・クルーズ誘客推進室 県産：県産品振興課 交通：交通政策課

文化：文化振興課 スポ：スポーツ振興課

【方向性１】

観光産業の経営力の強化

主な取組①

宿泊施設の高付加価値化や経営効率化など生産性の 宿泊事業者経営力強化支援事業 P.1 戦略

向上に向けた取組を支援します。

主な取組②

冬季・グリーンシーズンの需要喚起により通年観光 通年誘客促進事業 P.8-10 戦略

を推進します。 ・通年誘客プロモーション事業 P.8

・秋田県宿泊応援事業 P.9

・食を活用した誘客促進事業 P.8

・通年誘客に向けた観光バス利用促進事業 P.10

宿泊事業者経営力強化支援事業 P.1 戦略

主な取組③

観光産業を支える人材の確保・育成と新たな担い手 観光人材確保支援事業 P.2 戦略

の参画を促進します。 ・多様な人材確保推進事業 ↑

・多様な人材採用手法導入支援事業 ↑

宿泊事業者経営力強化支援事業 P.1 戦略

（参考）新県立体育館を核とした賑わい波及事業 P.36 スポ

主な取組④

DMO や観光協会を中心とした観光地域づくりを支援 データに基づく観光戦略推進事業 P.3 戦略

します。 ・秋田県観光ＤＭＰ活用事業 ↑

観光客受入態勢強化事業 P.4-5 戦略

・デジタル化観光情報発信力強化事業 P.4

・多様な旅行ニーズへの対応力強化事業 P.5

観光連携団体共同事業 P.11 戦略

観光連盟強化支援事業 P.12 戦略

秋田の観光創生推進会議事業 P.13 戦略

【方向性２】

マーケティングによる効果的なプロモーションの展開

主な取組①

ウェブサイトをリニューアルするほかＳＮＳ等を活 デジタルデータを活用した誘客促進事業 P.14 戦略

用したターゲットに届く戦略的な発信を強化しま ・アキタファンを活用したデジタルプロモーション事業 ↑

す。 ・アキタファン改修事業 ↑

秋田の魅力発見・発信事業 P.15-17 戦略

・パブリックリレーションズ推進事業 P.17

・魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大 P.15

秋田ならではのツーリズム推進事業 P.18 戦略

・新たな旅を提案するＰＲ事業 ↑

主な取組②

観光情報がウェブ上に「存在し検索や予約ができる」 デジタルデータを活用した誘客促進事業 P.14 戦略

デジタル環境を構築します。 ・アキタファン改修事業 ↑

観光客受入態勢強化事業 P.4 戦略

・デジタル化観光情報発信力強化事業 ↑

市場横断型インバウンド誘客加速化事業 P.24 イン

・外国語版観光情報サイト運営事業 ↑
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【方向性３】

秋田の特色を生かしたツーリズムの推進

主な取組①

秋田の魅力の顕在化とアウトドアアクティビティや アウトドアツーリズム推進事業 P.20 戦略

地域に根ざした特色ある観光コンテンツの磨き上げ ・アウトドアアクティビティを活用した誘客促進事業 ↑

を図ります。 ・世界遺産を活用した誘客促進事業 ↑

秋田の魅力発見・発信事業 P.15-16 戦略

・アニメ・マンガを活用した誘客促進事業 P.16

・魅力発信と情報交流による秋田ファンの拡大 P.15

秋田ならではのツーリズム推進事業 P.18-19 戦略

・教育旅行誘致事業 P.19

・秋田犬ふれあい情報センター事業 P.18

・新たな旅を提案するＰＲ事業 P.18

秋田の観光創生推進会議事業 P.13 戦略

（参考）第三セクター鉄道利用促進事業 P.31 交通

（参考）ＪＲローカル線活性化促進事業 P.32 交通

主な取組②

洋上風力発電や自然環境等を活用したサステナブル 秋田ならではのツーリズム推進事業 P.19 戦略

ツーリズムを推進します。 ・教育旅行誘致事業 ↑

アウトドアツーリズム推進事業 P.20 戦略

・世界遺産を活用した誘客促進事業 ↑

白神山地保全推進事業 P.21 戦略

観光客受入態勢強化事業 P.5 戦略

・多様な旅行ニーズへの対応力強化事業 ↑

主な取組③

食や文化など多様な分野と観光との連携・融合によ 通年誘客促進事業 P.8 戦略

り交流人口を拡大させます。 ・通年誘客プロモーション事業 ↑

・食を活用した誘客促進事業 ↑

福岡アンテナショップ移転事業 P.6 戦略

（参考）アンテナショップ運営事業 P.30 食

（参考）文化芸術がつなぐ交流拡大事業 P.34 文化

（参考）劇団公演を活用した交流人口拡大促進事業 P.35 文化

（参考）スポーツツーリズム推進による交流拡大事業 P.37 スポ

（参考）新県立体育館整備・運営事業 P.38 スポ

【方向性４】

多様な旅行ニーズに対応した受入態勢の整備

主な取組①

新しい旅行スタイルに対応した環境の整備を促進し 観光施設魅力向上事業 P.7 戦略

ます。 ・観光施設等緊急改修事業 ↑

秋田ならではのツーリズム推進事業 P.18 戦略

・秋田犬ふれあい情報センター事業 ↑

宿泊事業者経営力強化支援事業 P.1 戦略

主な取組②

あらゆる旅行者が楽しめるユニバーサルツーリズム 観光連盟強化支援事業 P.12 戦略

を推進します。

主な取組③

二次アクセス情報の充実と発信の強化により旅行者 デジタルデータを活用した誘客促進事業 P.14 戦略

の利便性の向上を図ります。 ・アキタファン改修事業 ↑

市場横断型インバウンド誘客加速化事業 P.24 イン

・外国語版観光情報サイト運営事業 ↑

秋田ならではのツーリズム推進事業 P.18 戦略

・新たな旅を提案するＰＲ事業 ↑

主な取組④

クルーズ船の受入態勢を強化し誘客を促進します。 秋田三港クルーズ活性化事業 P.29 イン
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【方向性５】

戦略的なインバウンド誘客の推進

主な取組①

東アジアや東南アジアのリピート層をターゲットと インバウンド誘客拡大事業 P.25 イン

した戦略的な情報発信を強化します。 ・アジア市場誘客促進事業 ↑

・東北・新潟広域連携事業 ↑

市場横断型インバウンド誘客加速化事業 P.22 イン

・インバウンドデジタルプロモーション事業 ↑

主な取組②

冬季アウトドアや文化・芸術等のテーマ別観光に着 インバウンド誘客拡大事業 P.26 イン

目した誘客活動を展開します。 ・テーマ別誘客プロモーション推進事業 ↑

秋田の魅力発見・発信事業 P.16 戦略

・アニメ・マンガを活用した誘客促進事業 ↑

（参考）大館能代空港三往復運航定着支援事業 P.33 交通

・大館能代空港インバウンド促進事業 ↑

主な取組③

市場にマッチしたOTA によるコンテンツの認知度向 市場横断型インバウンド誘客加速化事業 P.23-24 イン

上と誘客の拡大を図ります。 ・外国語版観光情報サイト運営事業 P.24

・体験コンテンツ等掲載促進事業 P.23

主な取組④

国際チャーター便の更なる活用により誘客を促進し 台湾便交流促進事業 P.28 イン

ます。 ・受入環境整備事業 ↑

・台湾便県民利用促進事業 ↑

インバウンド誘客拡大事業 P.27 イン

・台湾誘客促進強化事業 ↑
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